










































（司会　法政大学大原社会問題研究所教授　鈴木　玲） （注）肩書は 2019 年 3 月現在
大原社会問題研究所雑誌　№731・732／2019.9・102
いたものである。記念講演は，創立時の構想，研究所の「存続が危ぶまれた」時期，法政大学との
合併後の「開かれた研究所」に変容する過程，早い時期からの IT技術の活用など，研究所の 100 年
の歴史についての様々な側面について論じている。
第二部「社会問題の現在─研究と運動をどのように切り結ぶのか」は，上西充子法政大学キャ
リアデザイン学部教授，西城戸誠法政大学人間環境学部教授，布川日佐史法政大学現代福祉学部教
授が，それぞれの研究対象である社会問題（労働問題，環境問題，貧困問題）について報告し，そ
の後短い時間ではあったがパネルディスカッションを行った。第二部の趣旨は，「社会問題を対象
とする研究所」としての大原社研や社会問題に取り組む研究者が，人々が労働し，生活し，社会に
参加するうえで直面する諸問題にどのように向かい合い，諸問題に取り組む運動にどのように関
与・貢献できるのかについて検討・討論する機会をつくることであった。
「労働問題の視点から」で上西教授は，働き方改革関連法の問題点と国会審議の政府側の不誠実
な答弁を多くの人に知ってもらうための運動「国会パブリックビューイング」での活動を中心に報
告した。「環境問題の視点から」で西城戸教授は，環境社会学者が環境運動を研究し，関与してい
く際の課題に触れ，自ら研究対象とし，関与している再生可能エネルギーにかかわる環境運動（コ
ミュニティ・パワー運動）について報告した。「貧困問題の視点から」で布川教授は，最近まで滞在
していたドイツでの最低生活保障制度の改革について述べ，そこから見えてくる日本の生活保護や
生活困窮者支援の問題点について報告した。また，パネルディスカッションでは，各報告者から社
会問題研究において大原社研にどのような役割を期待するのか，それぞれがかかわっている社会問
題について既存の労働運動がどのような役割を果たせるのかについて話していただいた。
研究所 100 周年の節目の本シンポジウムは，多くの関係者のご協力とご支援により開催すること
ができた。この場を借りてお礼を申し上げたい。
（すずき・あきら　法政大学大原社会問題研究所教授）
